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受
験
に
勝
つ
食
育
を
学
ぶ

群
馬
学
習
塾（
協
）

経
営
革
新
計
画
を
策
定

（
協
）群
馬
炊
飯
セ
ン
タ
ー

　

ぐ
ん
ま
み
ら
い
信
用
組
合
（
榊
博
理

事
長
、
組
合
員
８
６
，
９
３
５
人
）
で

は
、
若
手
後
継
者
を
対
象
に
、
12
月
11

日
、
前
橋
市
・
前
橋
さ
く
ら
ホ
テ
ル
に

お
い
て
講
習
会
を
開
催
し
た
。

　

テ
ー
マ
は
「
人
の
心
を
つ
か
む
魅
力

学
」。
講
師
は
、
株
式
会
社
清
友
代
表

取
締
役
宮
之
原
明
子
氏
。宮
之
原
氏
は
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
発
達
し
た
昨
今
、

人
は
何
を
買
う
か
で
は
な
く
、
誰
か
ら

買
う
か
に
重
点
を
置
く
。
ま
た
、
求
職

の
際
も
、
何
を
し
た
い
か
で
は
な
く
、

誰
と
働
き
た
い
か
へ
と
関
心
が
変
化
し

て
い
る
と
語
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
傾
向
か
ら
「
商
品
の
魅

力
＝
販
売
員
の
魅
力
」、「
企
業
の
魅
力
＝

従
業
員
の
魅
力
」
と
い
う
構
図
が
成
り

立
つ
と
持
論
を
述
べ
、
魅
力
あ
る
従
業

員
を
育
て
る
こ
と
が
企
業
経
営
に
お
い

て
重
要
で
あ
る
と
ア
ド
バ
イ
ス
し
た
。

　

さ
ら
に
、
魅
力
あ
る
従
業
員
に
は
共

通
し
て
「
い
つ
も
笑
顔
」「
プ
ラ
ス
言

葉
」「
Ｆ
Ｏ
Ｒ　

Ｙ
Ｏ
Ｕ
（
あ
な
た
の

為
に
）」と
い
う
特
徴
が
あ
る
と
紹
介
し
、

こ
の
３
点
の
特
徴
を
ま
ね
さ
せ
る
こ
と

が
魅
力
あ
る
従
業
員
の
育
成
へ
の
近
道

で
あ
る
と
強
調
し
た
。

　

加
え
て
、
笑
顔
の
実
践
方
法
や

フ
ァ
ー
ス
ト
コ
ン
タ
ク
ト
で
の
重
要
性

を
説
く
と
と
も
に
、
自
身
も
実
行
し
て

き
た
経
験
を
交
え
、
行
動
を
変
え
る
こ

と
で
人
生
が
プ
ラ
ス
へ
と
変
わ
る
と
力

強
く
語
っ
た
。

講演する宮之原 氏

食育の大切さを語る神子澤 氏

従
業
員
の
魅
力
ア
ッ
プ
を

目
指
す

ぐ
ん
ま
み
ら
い（
信
）

　

群
馬
学
習
塾
協
同
組
合
（
野
口
眞
光

理
事
長
、
組
合
員
17
人
）
で
は
、
12
月

13
日
、
渋
川
市
伊
香
保
町
・
オ
ー
モ
リ

に
お
い
て
定
期
的
に
開
催
し
て
い
る
研

修
会
を
開
催
し
た
。

　

講
師
は
桐
生
第
一
高
等
学
校
調
理
科

主
任
神
子
澤
修
氏
。
神
子
澤
氏
は
、
食

べ
る
こ
と
は
人
生
と
述
べ
、
現
代
の
食

事
は
多
様
化
し
物
が
溢
れ
て
い
る
た
め
、

し
っ
か
り
と
食
生
活
を
見
直
す
こ
と
が

非
常
に
重
要
で
あ
る
と
語
っ
た
。

　

ま
た
、食
育
基
本
法
が
成
立
す
る
中
、

教
育
面
に
お
い
て
も
食
育
の
必
要
性
が

高
ま
り
、「
早
寝
・
早
起
き
、
朝
ご
飯
」

と
い
う
標
語
を
掲
げ
、
朝
食
の
重
要
性

が
増
し
て
い
る
点
に
注
目
し
て
欲
し
い

と
述
べ
た
。

　

脳
の
活
動
に
は
、
ブ
ド
ウ
糖
が
大
切

で
、
摂
取
す
る
に
は
ご
飯
、
パ
ン
、
麺

類
が
良
く
、
１
日
の
活
動
の
最
初
に
食

べ
る
朝
食
の
メ
ニ
ュ
ー
は
理
に
適
っ
て

い
る
と
説
明
。し
た
が
っ
て
、受
験
生
は
、

必
ず
朝
食
を
と
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る

と
強
調
し
た
。
一
方
、
甘
い
も
の
の
食

べ
す
ぎ
は
、
結
果
的
に
低
血
糖
を
招
き
、

集
中
力
の
低
下
や
キ
レ
易
い
体
質
と
な

る
危
険
性
が
あ
る
と
述
べ
、
特
に
ジ
ュ
ー

ス
の
飲
み
過
ぎ
に
注
意
を
促
し
た
。

　

ま
た
、
毎
日
の
食
事
で
豆
類
、
ゴ
マ
、

わ
か
め
、
野
菜
、
魚
、
し
い
た
け
、
イ

モ
類
を
食
す
る
こ
と
で
５
大
栄
養
素
を

と
る
こ
と
が
で
き
る
と
述
べ
、
こ
れ
ら

の
頭
文
字
を
取
っ
て
「
ま
・
ご
・
わ
・

や
・
さ
・
し
・
い
」
と
覚
え
、
受
験
生

に
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
を
勧
め
て
欲

し
い
と
呼
び
か
け
た
。
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協
同
組
合
群
馬
炊
飯
セ
ン
タ
ー
（
金

古
勝
理
事
長
、
組
合
員
４
人
）
で
は
、

本
会
の
経
営
革
新
等
支
援
事
業
に
取
り

組
み
、
中
小
企
業
新
事
業
活
動
促
進
法

に
基
づ
く
「
経
営
革
新
計
画
」
の
策
定

を
進
め
て
い
る
。
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新
事
務
所
落
成

草
津
温
泉
旅
館（
協
）

アドバイスを受ける金古理事長（右）

落成した新事務所

多くの参加者が聴講

企
業
経
営
の
方
向
性
を
示
唆

群
馬
県
バ
ス
事
業（
協
）

　

専
門
家
と
し
て
、
コ
ン
サ
ル
フ
ァ
ー

ム
群
馬
株
式
会
社
シ
ニ
ア
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
の
小
泉
靖
氏
を
交
え
、
具
体
的
な

商
品
コ
ン
セ
プ
ト
や
経
営
計
画
、
新
商

品
の
開
発
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
に
つ
い
て

検
討
を
重
ね
、
年
度
内
の
計
画
承
認
を

目
指
す
。

　

同
組
合
は
、
学
校
給
食
用
の
米
飯
・

パ
ン
の
供
給
を
中
心
と
し
た
事
業
展
開

を
行
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
近
年
、
少

子
化
に
よ
り
学
校
給
食
数
が
年
々
減
少

し
て
お
り
、
新
た
な
販
路
開
拓
を
行
う

べ
く
、
一
般
消
費
者
向
け
に
「
健
康
志

向
」
に
訴
え
た
パ
ン
の
新
商
品
開
発
を

行
う
計
画
。

イ
ン
に
は
こ
だ
わ
り
が
随
所
に
見
え
る
。

ま
た
建
物
を
ガ
ラ
ス
張
り
に
し
、
働
く

人
と
お
客
様
が
過
ご
す
空
間
が
見
え
る

こ
と
で
「
草
津
の
に
ぎ
や
か
さ
」
を
一

目
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
工

夫
さ
れ
て
い
る
。

　

群
馬
県
バ
ス
事
業
協
同
組
合
（
小
林

勝
市
理
事
長
、
組
合
員
37
人
）
は
、
12

月
18
日
、
前
橋
市
・
群
馬
県
公
社
総
合

ビ
ル
に
て
「
県
内
の
景
気
動
向
と
企
業

経
営
」と
題
し
て
講
演
会
を
開
催
し
た
。

　

講
師
は
、
コ
ン
サ
ル
フ
ァ
ー
ム
群
馬

株
式
会
社
代
表
取
締
役
清
水
邦
宏
氏
。

　

清
水
氏
は
、
冒
頭
「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス

　

草
津
温
泉
旅
館
協
同
組
合(

黒
岩
裕

喜
男
理
事
長
、
組
合
員
１
０
４
人)

で

は
、
新
事
務
所
が
落
成
し
、
12
月
17
日

よ
り
業
務
を
開
始
し
て
い
る
。

　

県
の
歩
道
整
備
事
業
や
平
成
24
年
か

ら
施
行
さ
れ
た
草
津
町
景
観
計
画
を
受

け
、
建
て
替
え
工
事
を
決
定
し
た
。

　

新
事
務
所
は
木
造
２
階
建
て
で
、
建

物
内
部
は
木
の
温
も
り
と
温
か
さ
を
感

じ
る
こ
と
の
で
き
る
空
間
に
な
っ
て
い

る
。
２
階
に
は
最
大
70
名
程
が
利
用
で

き
る
会
議
ス
ペ
ー
ス
も
確
保
さ
れ
て
い

る
。

　

草
津
の
街
並
み
に
溶
け
込
む
モ
ダ
ン

な
外
観
に
、
内
部
は
訪
れ
た
人
達
が
く

つ
ろ
げ
る
空
間
づ
く
り
と
設
計
・
デ
ザ

に
よ
る
景
気
回
復
は
、
地
域
経
済
に
及

ん
で
い
な
い
」
と
県
内
企
業
等
の
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
活
動
を
通
じ
た
実
感
を

述
べ
た
。
さ
ら
に
最
近
で
は
、
廃
業
相

談
が
増
え
て
い
る
傾
向
も
見
ら
れ
る
と

語
っ
た
。

　

こ
う
し
た
厳
し
い
環
境
の
中
、
企
業

が
生
き
残
っ
て
い
く
に
は
、
経
営
環
境

に
適
応
す
る
こ
と
が
肝
心
で
、
特
に
、

３
つ
の
変
化
（
事
業
内
容
の
変
化
、
取

引
先
の
変
化
、
従
業
員
の
変
化
）
へ
の

対
応
の
重
要
性
を
強
調
し
た
。

　

ま
た
、
３
つ
の
Ｌ
Ｌ
と
し
て
、
Ｗ
Ｉ

Ｌ
Ｌ
、Ｓ
Ｋ
Ｉ
Ｌ
Ｌ
、Ｋ
Ｉ
Ｌ
Ｌ
を
挙
げ
、

強
い
意
志
、
能
力
、
過
剰
な
経
営
資
源

の
廃
棄
が
肝
心
で
あ
る
と
述
べ
、
企
業

の
安
定
成
長
を
目
指
し
て
欲
し
い
と
呼

び
か
け
た
。


